様式第１号（第11第１項関係）

　令和　年　　月　　日　
岩手県知事　達増　拓也　様

住所
代表者職氏名　　　　　　　　　　
令和７年度いわて戦略的DX・GX等研究開発推進事業研究開発課題提案書の提出について

　このことについて、いわて戦略的DX・GX等研究開発推進事業（応用研究ステージ）実施要領第11第１項の規定に基づき別添のとおり提出します。
記

１　添付書類

(1) 　令和７年度いわて戦略的DX・GX等研究開発推進事業研究開発課題提案書（応用研究ステージ）
(2) 　別紙１　研究開発計画
(3) 　別紙２　所要経費明細書
(4)　 別紙３　用語集

(5)　 別紙４　プロジェクトリーダー・プロジェクトサブリーダー経歴等
(6)　 別紙５　研究開発実施者経歴等
(7)　 別紙６　管理法人の概要
(8)　 別紙７　共同研究企業等の概要
　令和７年度いわて戦略的DX・GX等研究開発推進事業

研究開発課題提案書
（応用研究ステージ）
　　
該当する分野に○を付けてください。　　　　　　　　　　※この欄は記入しないでください。

	分　野
	ア　次世代ものづくり分野

ウ　加速器関連分野

オ　農林水産業高度化分野

キ　その他
	イ　ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野

エ　環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ分野

カ　伝統産業高度化分野


	
	※受付年月日

	
	
	
	
	※受付番号


研究開発課題名

	


研究開発の概要（１２０字程度）

	研究開発の背景、研究開発の目標、研究開発の内容等を要約してください。

本項は採択となった場合、県ホームページ等で公表することになります。



プロジェクトリーダー　　　　　　　　　　　　　プロジェクトサブリーダー

	（ふりがな）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　

所属名
役職名

TEL：　　　　　　　　FAX：

E-mail：
	（ふりがな）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　

所属名

役職名

TEL：　　　　　　　　FAX：

E-mail：


１　研究実施者等
(1) 研究機関（「学」、「官」）

	名　称
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	代表者

役職・氏名
	

	所　在　地
	〒

Tel：　　　　　　　Fax：　　　　　　　

E-mail：

	連絡担当者
	所属・職・氏名

	研究実施者一覧
	役　職
	氏　名
	主な従事研究分野等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※参加研究者が複数の場合は適宜表を追加して使用すること。

(2) 企業（「産」）

	名　称
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	代表者

役職・氏名
	

	所　在　地
	〒

Tel：　　　　　　　Fax：　　　　　　　

E-mail： 

	連絡担当者
	所属・職・氏名

	研究実施者一覧
	役　職
	氏　名
	主な従事研究分野等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※参加企業が複数の場合は適宜表を追加して使用すること。
(3) 管理法人
	法人名
	

	代表者

役職・氏名
	

	所　在　地
	〒



	連絡担当者

所属・職・氏名
	

	連絡先
	Tel：　　　　　　　Fax：　　　　　　　

E-mail：


２　研究開発内容等

※「３　本研究開発後の事業化計画」への記載と重複しないこと。
	(1) 研究開発の背景（提案理由）

　社会的・経済的・技術的背景を踏まえて、今回の研究開発を行うことについて、その必要性・緊急性など提案理由を記載してください。



	(2) 研究開発の内容
これまでの研究開発成果を踏まえ、独創性、新規性、現時点の課題やその解決方法などを記載してください。



	(3) 活用する技術シーズ・知見
　研究開発の基礎となる技術シーズの内容・特長・知見について記述してください（「学」あるいは「官」のシーズは必須）。

なお、技術シーズ・知見に関する特許、論文等があれば簡潔な説明をするとともに、国内外における類似特許との関係、抵触の可能性及び競合技術に対する優位性等についても記載してください。



	(4) 研究開発の達成目標

事業化・製品化への移行や国等の大型研究開発資金の獲得にあたり、この研究開発において達成しようとする目標（性能、機能、制度等の定量的な数値）を記載してください。

また、目標設定の根拠を明瞭かつ具体的に記載してください。



	(5) 研究開発項目（サブテーマ）と、共同研究実施機関の役割分担とスケジュール
本研究開発の項目（サブテーマ）と、その主たる研究実施機関名と実施年度を記載してください。

また、研究開発スケジュールを、開発項目（サブテーマ）ごとに実験、試作、試作品評価等に分けて別紙１に記載してください。


	(6) 他補助制度等への類似研究開発の申請等

本研究開発と関連のある研究開発課題について、実施中若しくは申請中及び申請予定の研究開発があれば、「研究開発テーマ名」「支援機関名」「事業名」「研究開発期間」「研究費の額」「研究代表者名」「本提案との相違点」を記載してください。




記載注意等

・　「２　研究開発内容等」に書ききれない専門的な研究開発に関する資料（論文、研究発表資料等）があれば添付してください。様式は問いません。

・　「２　研究開発内容等」、「３　本研究開発後の事業化計画」でＡ４、５ページ以内としてください。なお、注意書きは消してください。

３　本研究開発後の事業化計画
	(1) 事業化に向けた基本方針

①　新事業・新製品のイメージ

ⅰ　製品名、製品の概要（用途、特徴）

ⅱ　想定市場における優位性、予想市場規模及び市場占有率（根拠を踏まえ記載すること）
②　事業化・製品化にあたっての課題（例えば、コスト低減、高性能化、小型化・軽量化・薄型化、大型化、高品質化、高精度化、短納期、耐久性向上、短納期化、安全性向上、高寿命化、高純度化、環境配慮等を踏まえ具体的に記載すること。）
③　課題解決の方策（②に記載した課題に対する解決方策を具体的に記載すること。）

④　活用予定の国等の大型研究開発資金の概要等（申請予定時期、期間、申請額等を記載すること。また、特許の取得予定があれば記載すること。）



	(2) 事業化までのスケジュール
年度
年度
年度
年度
年度
年度

年度

①今回の研究

②国等の大型研究開発資金による研究

③特許出願

④サンプル出荷

⑤追加研究

⑥設備投資

⑦製品等の生産

⑧製品等の販売

③以下の項目については、適宜修正して記載し、該当時期の欄に「〇」を記載してください。

	(3) 本県産業振興への寄与

　本研究開発が将来、本県の産業振興にどのように貢献するか、経済波及効果、技術的波及効果も含め、可能であれば数値等を用いて具体的に記載してください。




４　採択後に科学・イノベーションコーディネーターに期待する支援内容
	


※科学・イノベーションコーディネーターの役割

　応用・実用化研究ステージへの移行に係る相談や国等研究開発資金の獲得支援、他機関とのマッチング（コーディネート）、各種活動支援を行い、次ステージへのステップアップや早期事業化に向けて研究開発グループをサポートする。具体的には、各種支援制度への申請支援、研究開発成果を踏まえた事業化への支援、関係機関との連携支援など。
５　研究開発実施体制

	研究開発課題名：

	・　管理法人、プロジェクトリーダー、プロジェクトサブリーダー及び各研究実施者等の関係を、枝分かれ図で分かりやすく記載してください。

・　各共同研究機関の横に研究者氏名を記載してください。また、プロジェクトリーダー等も明記してください。



（エクセルの別紙１が入ること）
（エクセルの別紙２が入ること）

別紙３

「用　語　集」

（記載例）

ゲノム：1920年にドイツの植物遺伝学者Ｈ・ヴィンクラーにより提唱された言葉。遺伝子（gene）と染色体（chromosome）の合成語。彼は、配偶子（卵または精子）に含まれる染色体一組をゲノムとよんだ。しかし、遺伝学の主流が染色体レベルから分子レベルへ移行するにつれて、生命体の生活に必須な最小の遺伝子セットという意味をもつようになった。・・・・・・・・。
ゲノム製薬：ヒトゲノム解析研究によってわかってきた知識を使って、ある病気を最も有効に治療できる医薬品を開発していくこと。
：

：

：

：

：
記載注意

・　用語間は、１行空けてください。
・　定義する用語は、ゴシック体・太字で記載してください。
別紙４
「プロジェクトリーダー・プロジェクトサブリーダー経歴等」

１　研究者名

２　所属、役職

３　学位（授与機関、学位、取得年、専攻）

４　略歴（現在までの主なものを記載）

５　研究分野（主な研究分野を記載）

６　産学官連携事業の実績及び成果等

	研究開発事業名及びテーマ名

主な成果等
	研究期間及び研究費

	○▲事業

　○○に関する研究

（成果）
	Ｈ○○～Ｈ○○

20,000千円

	
	


７　当該研究開発のリーダー（サブリーダー）としての適格な理由（事業化に対しての経験等）

８　当該研究開発に関連して、本人が発明者となっている主たる特許（申請中も含む）

　（記載例）

	特許登録（出願）番号
	名　称
	提案する研究課題関連

	
	＊＊＊装置
	○

	
	＊＊＊の方法
	


＊　提案する研究開発に関する特許の場合は○を記載

記載注意

・　プロジェクトリーダー、プロジェクトサブリーダー各々について作成してください。

別紙５
「研究開発実施者経歴等」

１　研究者名

２　所属、役職

３　学位（授与機関、学位、取得年、専攻）

４　略歴（現在までの主なものを記載）

５　研究分野（主な研究分野を記載）

６　産学官連携事業の実績及び成果等

	研究開発事業名及びテーマ名

主な成果等
	研究期間及び研究費

	○▲事業

　○○に関する研究

（成果）
	Ｈ○○～Ｈ○○

20,000千円

	
	


７　当該研究開発の研究開発実施者としての適格な理由（事業化に対しての経験等）

８　当該研究開発に関連して、本人が発明者となっている主たる特許（申請中も含む）

　（記載例）

	特許登録（出願）番号
	名　称
	提案する研究課題関連

	
	＊＊＊装置
	○

	
	＊＊＊の方法
	


＊　提案する研究開発に関する特許の場合は○を記載

別紙６

管理法人の概要

	法　　　人　　　名
	
	設　　立
	年

	基本財産又は資本金
	百万円
	従業員数
	人

	過去３年間の産学官共同

研究経験
	件

	プロジェクトの管理体制
	[研究管理者氏名]
※実際に担当する方を記載してください。

[経理担当者氏名]

※実際に担当する方を記載してください。



	　過去３年間の研究開発事業
の管理法人実績
	※過去３年間に国等の研究開発事業において管理法人を担当した実績のある場合、担当したプロジェクトについて、その名称、実施年度、委託（補助）金額について記載してください。


	管理法人の適正
	※次の点に留意し、管理法人の適正について説明してください。
・研究開発計画実施等について、運営管理を行うに相応しい管理能力を備えているか。

・研究開発成果の事業化に向けた推進体制又は支援体制を有しているか。




※管理法人が企業の場合は、別紙７も記載してください。
別紙７
共同研究企業等の概要
	企　業　等　名
	

	資本金
	百万円
	従業員数

（うち研究員数）
	人

（　　　　　）人

	創　　　　　業
	年
	
	

	過去３年間の産学官共同

研究経験
	件

	参　加　団　体
	○○○○学会

××××協会　　など　（主要５個所以内を記載）

	過去３年間参加研究会
	○○○○研究会

××××プロジェクト　　など　（主要５件以内を記載）


財務状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

	
	／
	／
	／

	売　　上　　高
	
	
	

	経　常　利　益
	
	
	

	当　期　利　益
	
	
	

	減価償却費
	
	
	

	研究開発費
	
	
	


· 直近３期分の数値を記載してください。（決算書を添付のこと。）

	財務状況の説明
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